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はじめに

最近の我が国の果実市場は、栽培・輸送・

保管技術の発達に輸入の自由化が加わり、輸

入量は過去２０年間で約１．６倍に増加した１）。

輸入果実は、輸入国が増えることにより種類

も豊富になり、また、同品目が年間を通じて

店頭に並び最盛期がとらえにくくなってい

る。一方で、１９９９年７月１６日に施行された

「食料・農業・農村基本法（新農基法）」に

おいては、自給率の向上を図り、国内農業を

基本とした上で、輸入と備蓄を適切に組み合

わせていく方針が出された２）。

旬の果実は、目で季節の移り変わりを楽し

むだけでなく香りが豊かで味がよく３）、栄

養価も高く４）、価格も安く入手できる５）な

どの長所が確認されている。野菜と比較し、

出回り期が限定されているものが多いなどの

相違点があると思われるが、現状がどう変化

しているか状況を把握し、教育効果を上げる

ための基礎資料として役立てたい。

調査に先立ち、前研究６）と同様に出版

物７）８）９）１０）による果実の旬の時期を調べた

が、同品目に対しての明示の時期は不統一で

ある。

旬の基準は、専門書に多く示されている最

盛期１１）１２）を利用者が判断材料にしていると

考え、前研究６）と同様に市場での取扱い量

の最多月とした。市場での取扱い量を研究資

料として採用したのは、青果物流通経路の生

産者、卸売市場、市場外流通のうち、現代は

卸売市場流通が中心１３）であることによる。

方 法

「東京都卸売市場年報農産物編」１９３５～

２０００年版６５年間のものから、５年毎のものを

調査対象年度用１４）として抽出した。さらに、

その掲載内容から３０品目を選出して検討資料

用の指数を算出し、出回り状況の変化につい

て考察を行った。

１９３５年は、築地市場が日本ではじめての大

規模市場として開場し、それからの年報は国

内での最大市場の取扱い全記録と受取れる。

ただし、１９３５・１９４０年は、開場初年度、戦時

中という事情から取扱い量が不安定で特殊で

あったため、年次推移や近年との比較には

１９５０年、いわゆる戦後のものを使用した。

なお、この年報に掲載の資料は、東京都内

の９市場（築地・大田・北足立・葛西・豊島・

淀橋・板橋・世田谷・多摩ニュータウン）３

分場（松原・杉並・練馬）の取扱い量を集計

したものである。

１）対象年度

１９３５（S１０）、１９４０（S１５）、１９５０（S２５）、１９５５

（S３０）、１９６０（S３５）、１９６５（S４０）、１９７０（S４５）、
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１９７５（S５０）、１９８０（S５５）、１９８５（S６０）、１９９０

（H２）、１９９５（H７）、２０００（H１２）年の計１３

年度分。１９４５年については、第二次世界大戦

終戦の年であり、配給制がとられて中央卸売

市場は閉鎖され、未刊行であった。

２）対象品目

掲載果実１８類９４品目中一般的な品目３０を選

出し、検討対象とした。年代の古い資料では、

１種類の果実について品種に分けずに類とし

て記録しているものもみられたため、表１の

ように、４類名を含む３０品目を対象品目とし

た。

３）調査項目

季節感をとらえにくくなった要因として推測

した、①出回り期間、②最大最小出回り量と

その格差、③端境期、④最盛期の変化を調べ

るため、同年報の「品目別および月別取扱い

高」の集計結果を用い、Aの方法による計算

処理を行って得た指数によって、Bの内容の

検討を行った。

Ａ．①月別取扱い率＝月別取扱い量／年間

取扱い総量×１００

②年度内取扱い格差率＝１００－（月別

最低取扱い量／月別最高取扱い量×

１００）

Ｂ．１．品目別取扱い率の年次推移（①によ

る）

２．最高取扱い率の年次推移（①による）

３．最低取扱い率の年次推移（①による）

４．年度内取扱い量格差の年次推移（②

による）

５．取り扱い期間（出回り期）の年次推移

６．最高取扱い月（最盛期）の年次推移

（①による）

なお、この指数の算出方法は、前研究６）

で野菜において使用したものと同様である。

表１ 調査対象品目

類 品 目

１ み か ん 普通うんしゅうみかん １

２ かんきつ バレンシアオレンジ、なつみかん、あまなつみかん、いよかん、グレープフルーツ、きんかん ６

３ り ん ご （りんご）、紅玉、ふじ ３

４ な し （なし）、長十郎、二十世紀、西洋なし ４

５ か き （かき）、次郎 ２

６ び わ びわ １

７ も も もも １

８ す も も ０

９ さくらんぼ さくらんぼ １

１０ あ ん ず ０

１１ ぶ ど う デラウェア、巨峰 ２

１２ く り くり １

１３ いちぢく ０

１４ い ち ご いちご １

１５ メ ロ ン （メロン）、プリンスメロン ２

１６ す い か すいか １

１７ そ の 他 バナナ、パインアップル、パパイア、キウイフルーツ ４

１８ 加 工 品 ０

計 ３０

注）（ ）内は、類全体が対象
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結果および考察

１．品目別取扱い率

過去からの出回り状況の変化をみるため、

６５年間の品目別・月別取扱い率を算出し、グ

ラフ化を行った。月別最高取扱い率は、全体

では５０％以上の高率を示す品目数が５０年間で

８（４２．１％）→７（２３．３％）と、最盛期の表

れ方において余り変化していないことが確認

できた。品目別では、

図１ 普通みかんの取扱い率年次推移

図１に普通みかんの５

年毎の推移を表した。このように、月内の取

扱いの有無、年間の取扱い率の高低差におい

て、６５年間大きな変化のない品目が多かっ

た。長十郎・二十世紀・かき・びわがその典

型例である。

例外として、なつみかんの推移を

図２ なつみかんの取扱い率年次推移

図２に示

した。近年に近づくにつれて取扱い期間が短

くなり、またそれに伴って取扱い期間中の取

扱い率のピークも高くなっていた。１９６０～

１９６５年は最高取扱い率が低く取扱い期間は長

いが、総取扱い量の年次推移では最高を示し、

その後年々減少していった。

これは、なつみかんより酸味が弱くさわや

かな香りが加わった甘夏やサマーオレンジな

どの開発１５）と、グレープフルーツなど輸入

柑橘類の出現により、需要量の減少によるも

のと推察する。最近では、期間限定という形

で市場に出る果実になったといえる。

２．年度内取扱い量の格差

月別取扱い率の最高と最低の差を品目別に

比較した。最高取扱い率年次推移を表２に示

す。

１９３５年は、築地市場開設年で調査対象品目

３０中１３（４３．３％）が未取扱いであり、１９４０年

は開戦直前で同じく未取扱い品目が１８（６０％）

という特殊な状況であった。したがって、以

後に示す出回り状況の経過は、１９５０年から

２０００年までの５０年間でみることにする。

年次推移でみると、最高取扱い率は品目に

よって上昇、低下、ほとんど変化しないもの

があり、一定の傾向はみられなかった。

品目別に同年度内の月別最高取扱い量に対

する最低取扱い量の率を算出して最大１００％

との差を格差率とし、まとめたものが表３で

ある。

格差が９０％以上、いわゆる最高取扱い量に

対して最低１０％未満の取扱い量となる品目数

は１９５０年１７（５６．６％）から１９７０年２５（８３．３％）

と徐々に増加し、その後横這い状態を示す。

取扱い品目数を考慮した格差でみると、１９５０

年８９．５％から１９６０年９５．０％、１９７０年９２．６％、

１９８０年８３．３％、１９９０年７６．６％と徐々に減少し、

その後横這い状態を示している。そのうち格

差が最大の１００％は、１９５０年の１７（８９．５％）

から２０００年は１８（６０．０％）と、品目数にほと

んど変化がないが、取扱い品目数に対する割

合でみると、減少した。格差１００％とは無取

扱い期間があることを示しているが、近年に

向けてその品目数が大幅に減少した野菜５）

とは異なる結果となった。

１９６０年頃から高度経済成長期に入って、果

果実の出回り状況の変化について
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表２ 最高取扱い率年次推移

品 目 １９３５ １９４０ １９５０ １９５５ １９６０ １９６５ １９７０ １９７５ １９８０ １９８５ １９９０ １９９５ ２０００

１ 普通みかん ４５．４ ３５．４ ４１．７ ３６．５ ４０．５ ３５．０ ３８．１ ３２．１ ２８．８ ５６．４ ４３．９ ４４．７ ３６．０

２ バレンシア ５３．６ ４５．４ ６３．８ ３５．９ ２４．３ ２８．５ ２３．５ ２４．３ ２０．４ １７．１

３ なつみかん ３５．６ ２８．５ ４２．１ ３３．９ ２９．６ ２８．１ ３５．２ ３４．０ ２８．９ ６２．９ ５３．５ ５７．８ ６０．６

４ あまなつみかん ４８．４ ５８．３ ５６．３ ４１．０ ３０．８ ３４．０ ３６．９ ３８．３ ３９．３ ４７．３ ３５．９

５ いよかん ４９．６ ３９．７ ３８．８ ３６．６ ３７．７ ４２．９ ４２．３ ３７．７ ３９．５ ３９．０ ３８．２ ４０．６

６ グレープ １００．０ ３９．５ ３８．５ ４０．５ ２６．４ ３２．８ ２９．３ １７．４ １５．９ １４．５ １７．５ １７．４

７ きんかん ４０．９ ３７．０ ２７．４ ３８．１ ４４．２ ４５．２ ４５．３ ３３．０ ３３．５ ３３．４ ２９．２ ２６．２

８ （りんご） １４．１ １４．１ １３．８ － － １５．８ １７．５ １８．４ １７．９ １７．７ １６．２ １４．０ １１．９

９ 紅玉 ４１．９ ４０．９ ３９．５ ３８．１ ３９．９ ３７．１ ４３．４ ４２．５ ４７．６ ３６．３

１０ ふじ ２１．８ １９．０ １８．０ １４．７ １４．１ １４．５ １４．８

１１ （なし） ５５．０ ４７．１ ５６．８ － － ６５．７ ６４．７ ６５．７ ６３．２ ５０．０ ４１．７ ４２．４ ４１．４

１２ 長十郎 ６９．５ ７０．１ ７４．２ ７４．５ ７６．５ ７４．５ ６７．７ ６３．６ ６９．８ ６６．０

１３ 二十世紀 ６６．１ ６２．２ ７３．８ ６６．０ ５８．８ ６２．２ ６２．８ ６７．３

１４ 西洋なし ５８．５ ４４．８ ７２．３ ６４．４ ７１．１ ４７．７ ４４．７ ３２．３ ３３．４ ３７．５

１５ （かき） ４６．１ ４８．１ ４９．７ － － ６０．０ ５９．３ ４９．３ ４８．５ ４７．９ ４２．４ ４０．７ ４１．６

１６ 次郎 ８０．３ ７０．１ ６７．１ ７４．３ ６５．３ ６８．７ ５３．７ ６２．７ ６３．９ ６８．９

１７ びわ ６９．１ ７３．３ ６４．８ ７７．５ ８０．６ ７２．６ ８０．８ ７６．８ ８３．５ ６８．８ ５６．０ ５７．５ ５７．２

１８ もも ７３．１ ６９．０ ６２．８ ５２．１ ５３．８ ５３．３ ４５．８ ４４．８ ５１．３ ４４．１ ４９．６ ４１．７ ４５．１

１９ さくらんぼ ７０．０ ８８．４ ９１．５ ６９．８ ５８．９ ５８．９ ５８．１ ５０．５

２０ デラウェア ５１．６ ５９．４ ５８．７ ６１．０ ５０．６ ４５．４ ３９．１ ３９．６ ３９．４ ４１．２

２１ 巨峰 ５５．４ ５２．２ ４０．３ ４０．２ ３９．３ ４１．８ ４０．４

２２ くり ４７．１ ４６．５ ３７．０ ５４．９ ６３．２ ６０．０ ４９．１ ４６．６ ５８．０ ４８．８ ５０．３ ４９．２ ５４．１

２３ いちご ５１．８ ３３．５ ６６．２ － － ４０．４ ３３．２ ２９．７ ２４．１ ２４．６ ２０．４ ２３．５ ２１．４

２４ （メロン） ３７．５ ２６．７ － － ２４．８ ２１．４ － ３５．１ ２９．５ ２８．９ ２２．４ ２０．４ ２１．６

２５ プリンスメロン ７３．５ ７４．９ ６３．９ ５４．４ ４３．５ ４２．８ ３８．９ ４４．９ ４２．６ ３７．４ ４１．９

２６ すいか ６３．８ ４８．３ ５３．９ ５０．５ ５０．３ ５０．７ ４７．９ ４２．９ ４１．６ ３７．１ ３６．３ ２９．６ ３２．６

２７ バナナ ２７．９ ３８．７ １７．３ ２２．０ １８．０ １８．７ １２．３ １３．２ １２．８ １３．４ １０．８ １１．０ １０．５

２８ パイン １８．０ ６３．６ ３２．３ ２８．４ １５．０ １８．５ １３．３ １４．３ １３．７ １０．６ １０．５ １１．３

２９ パパイア ２３．３ １３．５ １１．０ １０．２ １０．２ ９．４

３０ キウイ ２３．３ １３．３ １４．２ １５．２ １４．３

－：取扱いはあるが、取扱い量の記載なし
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実の需要量増加とともに品種によるその格差

が大きくなり１３）、品種の高級化傾向と品種

交替がさかんに行われた。そこへ輸入自由化

が加わって価格不安定の危機に陥り、大きな

競争市場の中で、同品目でも絶えず新種を生

み出して対応した結果と推察する。

また、格差率の最低値が８０→２０％と低くな

り、月別取扱い量の変動幅が縮小しつつある

一方で、依然として格差の大きい品目が多

かった。

なお、最高、最低取扱い率の格差が小さい

ものとは、年間を通じて取扱われているもの

であり、輸入率の高い果実にこの傾向が強

かった。その例として、パパイアの年次推移

のグラフを図３に示した。バレンシア、グ

レープフルーツ、バナナ、パイン、キウイフ

ルーツも同じ傾向がみられた。

これらは年間取扱い量において輸入の占め

る割合が９９～１００％である。輸入先を季節ご

図３ パパイアの取扱い率年次推移

とに複数設定し、連続的に輸入しているもの

と思われる。今後、輸入国別に月別取扱い量

を分析・検討していきたい。

表３ 格差率別品目数年次推移

格差率 １００％ ９５％ ９０％ ８０％ ７０％ ６０％ ５０％ ４０％ ３０％ ２０％ １０％ 取扱なし 計

１９３５ 品目数 １４ ３ １ １２ ３０
（S１０） （％） ４６．７（７７．８）１０．０（１６．７） ３．３（５．６） ４０．０ １００．０

１９４０ 品目数 ７ ５ １ １７ ３０
（S１５） （％） ２３．３（５３．８）１６．７（３８．５） ３．３（７．７） ５６．７ １００．０

１９５０ 品目数 １７ ２ １１ ３０
（S２５） （％） ５６．６（８９．５） ６．７（１１．５） ３６．７ １００．０

１９５５ 品目数 １７ １ １２ ３０
（S３０） （％） ５６．６（９４．４） ３．３（５．６） ４０．０ １００．０

１９６０ 品目数 １８ １ １ １０ ３０
（S３５） （％） ６０．０（９０．０） ３．３（５．０） ３．３（５．０） ３３．３ １００．０

１９６５ 品目数 ２１ ２ ２ １ ４ ３０
（S４０） （％） ７０．０（８０．８） ６．７（７．７） ６．７（７．７）３．３（３．８） １３．３ １００．０

１９７０ 品目数 ２１ ４ １ １ ３ ３０
（S４５） （％） ７０．０（７７．８）１３．３（１４．８）３．３（３．７） ３．３（３．７） １０．０ １００．０

１９７５ 品目数 ２２ ３ １ １ １ ２ ３０
（S５０） （％） ７３．３（７８．６）１０．０（１０．７）３．３（３．６） ３．３（３．６） ３．３（３．６） ６．７ １００．０

１９８０ 品目数 １９ ６ ２ ２ １ ３０
（S５５） （％） ６３．３ ２０．０ ６．７ ６．７ ３．３ １００．０

１９８５ 品目数 １９ ５ ２ ２ １ １ ３０
（S６０） （％） ６３．３ １６．７ ６．７ ６．７ ３．３ ３．３ １００．０

１９９０ 品目数 １９ ４ １ １ ２ ２ １ ３０
（H２） （％） ６３．３ １３．３ ３．３ ３．３ ６．７ ６．７ ３．３ １００．０

１９９５ 品目数 １９ ３ ２ １ ２ １ １ １ ３０
（H７） （％） ６３．３ １０．０ ６．７ ３．３ ６．７ ３．３ ３．３ ３．３ １００．０

２０００ 品目数 １８ ４ ２ １ ２ １ １ １ ３０
（H１２） （％） ６０．０ １３．３ ６．７ ３．３ ６．７ ３．３ ３．３ ３．３ １００．０

（ ）内は、取扱い品目に対しての数値に修正した数値

果実の出回り状況の変化について
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輸入率の低い品目で同じ傾向を持つものと

してりんごの年次推移を

図４ りんごの出回り状況年次推移

図４に示した。夏は

取扱い率が減少するものの、年間を通してあ

まり格差はみられなかった。総取扱い量の年

次推移をみると、近年に向けての３０年間ほと

んど変わっていないが、種類（品種）や産地

が徐々に増加している。

比較的種類の豊富ななし、かき、ぶどうと

比べてもりんごは特に種類が多いことから、

季節に合わせ、国内でも多くの地域で多種類

生産することにより、取扱い率が安定してい

るものと推察する。

３．取扱い期間（出回り期）

１９５０年と２０００年の各品目別年間取扱い期間

を示したものが表４である。

取扱い期間が１１カ月未満、いわゆる無取扱

い期間のある品目は、１９５０年の１６（取扱い品

目の８４．２％）から２０００年は１４（４６．７％）に減

少した。無取扱い期間は、品目によって１カ

月から５カ月長くなった。３０品目中きんかん

のみ、取扱い期間が１９５０・２０００年とも８カ月

間で変化がみられなかった。また、なつみか

んは、１９５０年は９カ月、２０００年は６カ月と、

取扱い期間が短縮された。なつみかんについ

ては、総取扱い量が１９６５年をピークに、近年

に向けて年々減少してきている。

近年、農業技術の発達により、果実の品種

改良が進められ、日本人好みの品種が開発さ

れ、急速に生産が広がると同時に輸入自由化

の影響があり１２）、多くの品目で取扱い期間

が長くなった。一方で、近年生産が縮小され

ている品目では、生産地が限定され、市場で

表４ 取扱い期間（出回り期）

１カ月 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 計 無取扱い期間あり

１９５０

（S２５）

１（０．１％）
パイン

５（２．６％）
バレンシア

あまなつ

いよかん

びわ

プリンスメロン

１（０．１％）
もも

２（０．１％）
グレープ

きんかん

２（０．１％）
なつみかん

いちご

３（０．２％）
かき

デラウェア

くり

２（０．１％）
普通みかん

すいか

３（０．２％）
りんご

なし

バナナ

１９ １６（８４．２％）

２０００

（H１２）

１（０．０％）
長十郎

２（０．１％）
なつみかん

びわ

２（０．１％）
次郎

プリンスメロン

１（０．０％）
きんかん

４（０．１％）
いよかん

紅玉

二十世紀

デラウェア

２（０．１％）
あまなつ

洋なし

２（０．１％）
もも

さくらんぼ

１６（５３．３％） ３０ １４（４６．７％）

％＝／取扱い品目中

表５ 最高取扱い月の変動
－６ヶ月 －５ －４ －３ －２ －１ ０ ＋１ ＋２

１９５０（S２５）／

２０００（H１２）

グレープフルーツ（冬→夏）

バナナ（冬→夏）

いちご

プリンスメロン（夏→春）

いよかん（春→冬）

きんかん（春→）冬）

デラウェア（秋→夏）

あまなつ

かき

くり

すいか

普通みかん

バレンシア

りんご

なし

びわ

なつみかん（春→夏）

パイン（春→夏）

もも

計 ５（２６．３％） ３（１５．８％）

％＝／取扱い品目中

１１（５７．９％）
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の取扱い期間も短縮しているものと推察す

る。果実では品目による格差が大きかった。

４．最高取扱い月（最盛期）

同年度内で最高取扱い量を示す月を最高取

扱い月とし、各品目別に変動状況を調べ、

１９５０年と２０００年の５０年間の比較を表５に示

した。

最高取扱い月が５０年前より早くなったもの

１１、遅くなったもの３、合計１４であるが、気

象状況の変動によるともとれる±１カ月を除

くとグレープフルーツ、バナナ、いちご、プ

リンスメロンの４品目のみであり、すべて早

期化であった。

年次推移の傾向でみると、１～２カ月最盛

期の早まった品目が約４０％で、その他６０％は

最盛期が変化していなかった。

変動の大きかった品目の状況を個々に見る

と、最も早期化したグレープフルーツは、

１９７０年まで１２月で固定していたが、１９７５年に

は６カ月早まり、急速な変化を示した。バナ

ナは、１９５０年には夏と冬に、その後４０年前ま

で夏に大きなピークがみられたが、近年は取

扱い率が年間を通じて安定している。いちご

のピークは、

図５ いちごの取扱い率年次推移

図５に示すように５０年前は５月

であったが、その後春の取扱い率が増加して

１０年前には２カ月早まり安定した。プリンス

メロンの最盛期は、５０年前には７月であった

が、徐々に５・６月の取扱い率が増加して２０

年前に５月に固定し、現在に至る。現在は３・

４月の取扱い率に増加傾向がみられる。

一般的に、青果物の多くは、出回り時期が

早くなったために、旬の時期が不明確になっ

たといわれるが、果実における結果をみる

と、一部の品目を除いて野菜６）と同様、最

盛期の大きな変化は確認できなかった。

特徴的に変動した品目のうち、グレープフ

ルーツとバナナは、１９５０年から輸入が中心で

あり、国内での生産はほとんどない。輸入自

由化が進み１２）、輸入量、輸入国数ともに増

加する中で、最高取扱い月が変動したものと

考えられる。

一方、いちごとプリンスメロンは、ハウス

を利用した促成栽培が経常化し、その結果露

地ものが駆逐されている１６）品目であり、年

次推移の傾向から今後さらに最盛期の早期化

が予測される。

以上の結果から、果実における最高取扱い

率と最低取扱い率の格差は、輸入の自由化、

栽培技術の発達による生産拡大により、小さ

くなる品目がある一方で、生産地の縮小、限

定などにより依然として格差の大きい品目も

多い。また、最高取扱い月（最盛期）につい

ては、変動はほとんどみられず、一般的にい

われる早期化は一部の品目に限られていた。

出回り時期が限られ、旬の時期が明確な品目

については、その時期を正確に把握して献立

に取り入れていくことが季節感を出していく

上で大切と考える。

要約

果実における季節感の変化の判断資料とし

て、市場での取扱い状況を調べた結果、次の

点が確認できた。

１．月別最高取扱い率は、５０％以上の高率を

示す品目数が５０年間で８（４２．１％）→７

（２３．３％）で、最盛期の表れ方において

余り変化していない。

果実の出回り状況の変化について

― ―２５



２．月別取扱い率の最高と最低の格差は、最

大の１００％が５０年間で１７（８９．５％）→１８

（６０．０％）と、品目数にほとんど変化が

ないが、取扱い品目数に対する割合でみ

ると減少した。

３．年度内格差率の最低値は、６５年間で８０→

２０％と低くなった。広い地域で大量に生

産される品目については月別取扱い量の

格差がなくなる一方で、取扱い格差の大

きい品目数が依然として多かった。

４．取扱い期間は各品目とも近年に向けて広

がり、無取扱い期間のある品目数は５０年

間で１６（８４．２％）→１４（４６．７％）と減少

した。

５．最高取扱い月（最盛期）の変動状況を５０

年前と比較すると、早まったもの１１、遅

くなったもの３、合計１４であるが、年次

推移の傾向でみると、１～２カ月最盛期

の早まった品目が約４０％で、その他６０％

はほとんど変化していない。

以上の結果から、最近は品種が豊富で、年

間通して出回り量が多いために最盛期のとら

えにくいものがある一方で、出回り期が限定

され取扱量が著しく減少している品目も見ら

れ、その格差が拡大している傾向であった。

また、最盛期の早期化は、野菜６）と同様、

あまり顕著な変動は確認できなかった。
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